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条件にある PC70/HD 系に高濃度の DPG を添加すると、均一なハイドロゲルの崩壊が起こることを見出し
ている。光学顕微鏡観察と凍結割断電子顕微鏡観察により、ハイドロゲルの崩壊を引き起こす DPG 濃度では、
シート状バイレイヤーが周期的に積層した非常に大きな構造体が形成することを明らかにしている。また、





述する DLVO 理論を用いて、誘電率の効果を半定量的に評価することにより、DPG 添加による溶媒の誘電
率低下がマルチラメラ構造を誘起する可能性があることを指摘している。
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　本論文の内容は、J. Colloid Interface Sci.、Colloids Surf. A および Langmuir に3編の論文として公表され
ている。それ以外に邦文の査読付き論文３篇、総説３篇、著書１篇を公表している。また、著者は本論文の
内容を国際学会で筆頭著者として４回報告している。審査委員は、本論文の内容を中心に面接と公開の論文
発表会を行い、著者が論文内容と用いた技法について十分な理解とともに関連する分野についても学識を有
し、また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認することができた。また、３編の公表論文
は英文で書かれており、国際的な研究環境において英語で情報発信していく十分な能力を有すると判定した。
以上のことより、審査委員会は本論文の著者が博士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有する
ものと判定した。
